
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

（参考）　中心経営体

①地区内の耕地面積 174.8ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 118.2ｈａ

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計 94.3ｈａ

（備考）
・イノシシなどによる鳥獣被害が発生しているため、ワイヤーメッシュや電気柵の設置による対策が進められてい
る。

　今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積が25haあり、70才以上で後継者未定の農業者の耕作面積
17.9haに対して余裕があるが、後継者不明な農業者の耕作面積が34.7haあることから、今後も話し合いにより後
継者や農地の集約化について確認していく必要がある。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　中心経営体である認定農業者８経営体および認定農業法人２経営体が農地中間管理機構なども活用しながら
集約化を図る。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 17.9ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 34.7ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 25ｈａ
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